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 第２章 非行臨床論の基礎と展開 
 第３章 家族臨床の実践理論と方法：システムズ・アプローチ 
 第４章 非行臨床におけるシステムズ・アプローチ～「家族を手立て」とする立ち直り支
援～ 
 第５章 事例研究：危機介入と発達を見守る家族支援に関する長期経過 



































































































































the family , by the family, for the family」と説明できるものである。 
（２）家族を支援するために，家族に再犯抑止の責任を押しつけ，クライエントが再犯し
ないための「監視役」として家族を捉えがちな非行臨床にとって，「家族の問題点が見えて
くるのではなく，家族にやさしくなれる」家族理解が不可欠である。 
（３）治療システム自体も働きかけの対象とするとは，臨床上の課題に応じて，治療シス
テム自体を改変することであり，治療者の所属組織や立場を治療的に活用するといった柔
軟性，創意工夫がシステムズ・アプローチの重要な特徴である。 
（４）非行臨床の治療的制約を特質として活かす短期集中的な介入では，パーソナリティ
の変化といった大きな目標は狙わず，ともかく悪いことをせず，普通に暮らすために問題行
動や家族間の折り合いの改善といった具体的な日常課題の解決に焦点を合わせた手技を行
うものである。 
（５）家族に対する心理教育的助言として，「思い通りにはならないが，どうにもならな
いわけではない。時間はかかるが必ず良くなる」といった，初回面接から「時間稼ぎ」の観
点に基づく，親子共に腑に落ちる今後の見通しを教示することなどが有用である。 
 次に，非行臨床におけるシステムズ・アプローチの実際として，家族面接の導入・展開，
面談以外の家族コミュニケーションを設定する，ポジティブな話題はもとより，敢えて「葛
藤」も取り上げる，チームとして処遇にあたることを詳述した。家族臨床，その具体的手技
としての家族面接の形態は，親（多くは母親）子面接，親子並行面接，子ども面接が中心で
親との面接を適宜組み合わせるなど，多様なものが臨床現場では実施されている。しかしな
がら，非行臨床における「使い勝手」を勘案して，「家族葛藤の直面化」に焦点を当てる手
技として，特に「合同家族面接」を取り上げた。治療開始当初の危機介入段階で実施される
ことが有用であり，本人のために家族が参集する過程そのものが，「家族は本人を見捨てな
い・本人は家族をあきらめていない」ことを双方に体感させるものとなる。家族から立ち直
りを支援されているという「手応え」を子ども本人に感得させ，面接室での変化を家族に体
感させることにより，子どもの発達段階を保障する保護者の継続的関与を実現化するため
に不可欠なツールであることを述べた。 
 さらに，処遇プログラムを非行臨床に筆者が導入・展開した先行例として「家族教室」の
手法を詳述した。このようなプログラムをシステミックに採り入れるシステムズ・アプロー
チは，特定の理論に依拠した個人的試行でなく各種の理論を統合・総合した組織的取り組み
であること，非行臨床のシステム上の特質を活かしきるところに利点があることを強調し
た。最後に，「家族を手立て」とする立ち直り支援の手法として，家族アセスメントと介入
が融合した合同家族面接が，非行問題に直面化する「きちんとガタガタする」場の設定とな
り，治療的関与の導入には必須であることを再確認した。立ち直りのプロセスとして，クラ
イエントの発達過程を保障するためにも人との出会いは不可欠であり，生育歴を含めた家
族環境，家族関係の自己受容を可能とする〈時間稼ぎ〉の重要性を述べた。 
 第５章の事例研究は，前章で詳述した筆者の家族支援の理論と手技が具体的にどのよう
に適用されているかを明示したものである。現在所属している臨床心理士養成のための大
学院に附属した相談室で取り扱ったものであるが，刑事司法機関での取り扱いと本質的な
差異は臨床的には認められなかった。非行少年本人には治療的動機づけが欠如しているこ
と，家族へ強制的にアプローチできないことは，非行臨床全般に共通するものである。さら
に，非行臨床機関では治療的関与に法的制約があって実証が困難であったが，本事例は個人
の発達に伴う変化が，その非行に与える影響と立ち直りに資するプロセスを検討できる貴
重な長期的研究となっている。発達過程に寄り添った家族への危機介入と継続的支援が，的
確なフォローアップにより成人期に至るまで効果を持続・定着できることを述べた。 
なお，欧米のシステムズ・アプローチと対照するならば，第３章で取り上げた機能的家族
療法（FFT）が，特に危機介入段階では近似している。合同家族面接により家族コミュニケ
ーションに直接的に介入し，肯定的なメッセージを増やし，否定的なメッセージを減らして
いく手法，そして，親にとってまるで「異人さん」のようになってしまった子どもとの「翻
訳者」の機能を治療者が果たすことが重視されている点も同一である。 
本事例の相談期間は９年余りに及んでいるが，発達を保障し，ある意味で「致し方ない」
と現実の自己及び家族を耐容する〈時間稼ぎ〉の工夫をまとめた。治療的動機づけの乏しい，
いつドロップアウトするかもしれないクライエントに対しての〈ヒア＆ナウ〉の細やかな介
入こそが家族臨床の妙味であり，これを記述するよう努めた。 
第 6 章では，第１から第５章までの筆者の論点を明らかにし，その主張の中核部分を列
記し，非行少年のタイプを類型化した上で，立ち直り支援としての家族臨床の理論，具体的 
手法，そして，留意点，課題をまとめた。特に，「非行少年のタイプ別の立ち直り支援の在
り方」については，マイナスの集積を背負った少年非行，時代の鏡としての少年非行，突出
した特異な少年非行の 3 タイプ別に詳述した。さらに，近年，社会の耳目を集める発達障害
の影響がうかがわれる少年非行に関して，システムズ・アプローチの観点からコンサルテー
ションの要諦を述べた。筆者は，家族を手立てとする立ち直り支援をシステムズ・アプロー
チの手法により積み重ね，用語としても「非行・犯罪心理学」ではなく，その臨床知の集積
を強調する「非行・犯罪臨床」を多用してきた。この臨床経験を理論化し，非行からの立ち
直り支援に携わる者にとって使い勝手の良い，そして，何より支援対象である非行少年とそ
の家族自身が有用さを体感できる臨床手法を提示するよう努力を続けたい。 
本研究は，非行臨床機関の処遇現場の実態を踏まえた上での家族臨床理論及び技法の提
示であり，長期間の継続的な支援が可能となるユニバーサル・デザインによるアプローチが
体系化されるひとつのプロセスであると考えている。筆者が示した手技は，予防的段階にあ
るスクール・カウンセリングや警察の少年相談から深刻・重大事例の立ち直り支援を担う少
年院や保護観察所においても適用可能なものである。短期的なコスト・ベネフィットが実証
された欧米のマルチシステミック・セラピーや機能的家族療法などのプログラム化された
アプローチも常に参照しながら，わが国の臨床システムに合致した，さらには，長期の臨床
経験に裏付けられた，クライエント，その家族，治療者の語りによるエビデンスを継続的に
示していくことが筆者の責務である。 
